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【表紙 解説】 

 

那須塩原市・那須町から一般公募で応募された子ども達が参加し、撮影している様子です。 

 

表紙には、【映像クリエーターのたまご】部門で応募されました、将来、映像制作を夢見る那須塩

原市在住の小学生が、スマートフォンにて撮影をしている後ろ姿が写っております。 

 

この男の子は撮影スタッフと同じ、二日間にわたる長時間のスケジュールを全て参加されました。 

撮影班から片時も離れず、いきいきと参加され、夢に向かう強い気持ちを感じました。 

 

暑さを感じる中での撮影でした。 

途中、お母様に買ってきてもらったアイスを食べる姿はとても微笑ましく思いました。 

 

 

そして、通りの奥には映画に出演してみたいと応募していただきました那須塩原市・那須町の中

学生が写っております。 

主役とお友達役の中学生が下校しているシーンとなります。 

 

演技は初めてという子ども達ばかりでしたが、堂々とした立ち振る舞いには驚かされました。 

そして、将来の夢など語ってくれた子どもたちからは、輝きに満ちた笑顔がみられました。 

 

 

一般参加の子ども達がいる中で行われていますので、順調な撮影ばかりではありませんでした。 

 

何度も何度も撮り直した上でうまく撮れたと思った瞬間、「映像クリエーターのたまご」の子ども

達が映り込んでしまうということもありました。 

 

しかし、そんな時でも子ども達を優しく見守り、速やかに撮影を再開する撮影班の姿がそこにあ

りました。 

 

全てにおいて「子ども達の夢を応援したい」という志の高さを感じられました。 

 

 

この子ども達の目に、私たち大人はどうのうように映ったのでしょうか・・・・ 

 

私達、映画制作スタッフは、子ども達が大人になり、この日の感想を聞くことができる・・・ 

そんな未来を夢見ております。 

 

きっと、きっと、子ども達はこの日のことを一生忘れずにいてくれることと思います。 

そして、この日の経験が、大人になり社会に出たときに少しでも支えとなれたなら、私達制作ス

タッフはこの上なく幸せであります。 

 

子ども達の進む道に 幸多からんことを・・・ 



おばあちゃんにラジオ映画制作委員会

映画「ありがとう、ばあちゃん」撮影

実施報告書
2023年５月 12 日



募集内容・募集方法

募集内容

募集方法

対象：那須塩原市・那須町　　
　　　園児・小学生・中学生・高校生

募集部門：もとお君役（園児・小学生・中学生）
　　　　　もとお君友達役（園児・小学生・中学生）
　　　　　 観覧者
　　　　　 映像クリエーターのたまごの

目的：地域の子ども達の夢を叶えるきっかけをつくる
　　　「やってみたい」を応援する

チラシ配布：13,146 枚

申し込み方法：Google フォーム

チラシ設置店：　２０店舗

ラジオ放送：
　　　　CRT 栃木放送・・   おばあちゃんにラジオ
　　　　　　　　　　　　　アイキャッチ
　　　　だっぱラジオ・・・あいきの本日は木曜日
　　　　　　　　　　　　　DJKei のぷるぷる SundayGold



後援



制作物

配布チラシ

表面 裏面

絵本「ありがとう、ばあちゃん」

文：DJ Kei きくち もとお

絵：かとう だいすけ



おばあちゃんにラジオ映画制作
ホームページ

主題歌
「アイノハナ」

シンガーソングライター

篠原　宣義

https://www.grandmother-movie.com/



チラシ設置協力店



応募結果

もとお君役　　　　　　　　　　２０

もとお君友達役　　　　　　　　１８
　
観覧者　　　　　　　　　　　　　７

映像クリエーターのたまごの　　　７

52　名
那須塩原市・那須町

園児　　　　　　　　11 名
小学生　　　　　　　31 名
中学生　　　　　　　  8 名
高校生　　　　　　　  2 名



タイム　スケジュール

参加される子ども達にできる限り負担が少なくなるようにスケジュールを工夫いたしました。
観覧者・映像クリエーターのたまごは出入り自由とし、無理のない範囲でご参加いただきました。



3 月 26 日　オーディション 三和住宅にしなすのスポーツプラザ



5 月３日　いずみ幼稚園　AM（園児の部）



5 月３日　いずみ幼稚園　PM（小学生の部）



5 月４日　ばあちゃん家　AM



5 月４日　ばあちゃん家　PM（中学生の部）



アンケート結果

満足度　94％　以上







取材

５月 10 日　下野新聞　県北版
　　掲載されました。

「ばあちゃん」の思い出映画に　DJ　Kei さん原作、脚本、監督　11 月に完成予定
【那須塩原・那須】宇都宮市出身のラジオパーソナリティー「ＤＪ　Ｋｅｉ」こと菊池元男（きくちもとお）さん（57）の体験を基に、
那須塩原市と那須町の住民らが製作する短編映画「ありがとう・ばあちゃん」の撮影が３、４の両日に同市内で行われた。
映画には地元の小中学生や園児が出演。原作、脚本、監督を手がける菊池さんは「いろいろな出会いやタイミングがかみ合い、夢がかなった」
と関係者の協力に感謝している。

映画は菊池さんが幼少期、仕事で多忙だった両親に代わって面倒を見てくれた大叔母との十数年にわたる思い出を描いた内容。
いつも温かく、いたずらをしても叱るどころか褒めてくれる「ばあちゃん」に心を許してきた菊池さんは、ふとしたきっかけで
自身に注がれた深い愛情の理由を知る。ばあちゃんは、菊池さんが中学生の時に病気で亡くなったという。
菊池さんは昨年７月、メインパーソナリティーを務めるＣＲＴ栃木放送のラジオ番組「おばあちゃんにラジオ」の中で、このエピソードを披露。
番組スポンサー「なすの斎場グループ」（那須塩原市前弥六）の社長で、自身も月１回番組出演する関口将仁（せきぐちまさひと）さん（41）
が映画化を提案し、同 12 月に決定した。
映画制作委員会の事務局を務める関口さんは「地域の子どもたちに夢を与えたい」と、那須塩原市教委と那須町教委を通して両市町の小中学生に
チラシを届け、出演者や撮影スタッフとしての参加を呼びかけた。菊池さんの幼少期を演じる主役は、年代別に３人をオーディションで決定した。

３日は那須塩原市島方の黒磯いずみ幼稚園と近くの公園で撮影。出演する子どもたちは、
映像監督を務める一般社団法人「ｎａｓｕ　ｌａｂ．（ナスラボ）」代表理事の木下愛貴（きのしたあいき）さん（35）の指示を受け、
童謡を歌ったり遊んだりした。小学生時代の菊池さんを演じた那須塩原市大原間小４年松本（まつもと）飛鳥（あすか）君（９）は
「最初は緊張したが、何回もせりふを言って慣れた」と笑顔で話した。
菊池さんは「映画を見た人が、大切な人を思い出し、感謝の気持ちを伝えるきっかけになればうれしい」と完成を心待ちにしていた。
映画は今年 11 月ごろに完成し、公共施設などで上映される予定。

掲載内容



イベント全体総括

２０２３年５月 12 日

おばあちゃんにラジオ映画制作

実行委員会

代表　　　　　関口将仁

監督　　  DJKei 菊地元男

映像監督　　　木下愛貴

実行委員会メンバー

この度は、たくさんの方々からご協力を賜りまして、この企画を実現することができました。

天候にも恵まれ、最高の状態で撮影が行えました。

そして、嬉しいことに多くの子ども達に参加していただきました。

子ども達一人一人の希望に満ちた表情は忘れることができません。

小学生の男の子が「帰るねバイバーイ」のシーンと、お友達の「バイバーイ」のお返事を別々に

撮っていることを知った時の驚きに嬉しさが伴った表情はとても可愛らしく、私をとても幸せな

気持ちにしてくれました。

演技も映画の出演も初めての子ども達でしたが、とても上手で想像を超えるほどでした。

また、中学生ともなると、事務局への質問などのやり取りを本人が行えていたことには驚きました。

この企画を通し、子ども達が持つ強い力を感じることができました。

地域の子ども達にとって、今回この企画に参加したことで「夢へのきっかけ」のお手伝いができて

いましたらこれほど嬉しいことはありません。

事務局側としては、初めての企画であったため、準備の段階から撮影日当日まで至らない点が

多々あったかと思いますが、全ての保護者様に沢山のご理解ご協力をいただけました。

そして、アンケートでは嬉しい感想をたくさん頂けました。

終始、あたたかな雰囲気に支えられ撮影を遂行することができました。

この場をお借りしまして、全ての方に感謝申し上げます。



ありがとうございました。


